
一 般 質 問 通 告 書           

 

次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 ５ 月 １２ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ３ 番 村田 知章   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

3月定例会において、敬老祝金を削減する議案の「真鶴町敬老祝金条例の

一部改正」で、高齢者にやさしくないのでないかというご意見に、私とし

てもばらまきをするのではなく、高齢者の暮らしやすい社会づくりのため

の施策を期待するという意見を具申させていただき、私は賛成させていた

だきました。 

 町として、高齢者にやさしい施策を考えているかどうかを具体的にうか

がいます。 

 例を上げると、町長が公約に掲げている無料バスによって、高齢者が出

歩くことをサポートする取り組みなどです。 

 また、高齢になり、ゴミ出しが困難になるという声も聞かれます。ゴミ

回収ルートの再検討やゴミ回収車の小型化などで、これまで回収できなか

った地区をきめ細かく回るような高齢者にやさしい取り組みなどがあると

思います。 

 

 

 

 

高齢者にやさしい町づくりについて 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 ５ 月 １２ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ３ 番 村田 知章   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

災害は忘れたころにやってくると言われるように、常に危機意識を持ち、

有事に備える必要があると考えます。 

 真鶴町は、高台に恵まれているので、津波が来ても比較的、避難できる

場所が身近にある町だと思います。ですが、目の前に高台があっても、そ

こに登って逃げるためのエスケープルートが極端に少ないように思いま

す。 

 具体的に言えば、真鶴港から貴船神社までの間には、魚座やしとどの窟

をはじめとした観光客が多く集まる場所があります。飲食店も多いです。

ハザードマップでは10～20メートルの津波が予想されているエリアです。

また、貴船神社から琴ヶ浜を抜けてお林の手前までも同じです。この区間

には、目の前に高台があっても直接逃げるためのルートがありません。 

 津波到達予想では、地震発生から最速で数分と言われています。目の前

にせっかく高台があっても、逃げるルートが必要です。 

 東日本大震災の後に、磯崎の漁港管理事務所の奥に避難ルートも作られ

ましたが、まだまだ必要な場所に十分に整備されていないと思います。 

 今後、町として津波の避難ルートを整備する考えはあるかどうかをうか

がいます。 

津波避難経路の確保について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １２ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ３ 番 村田 知章   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 教育長 

 

 

 

如来寺跡は真鶴町に残る貴重な町指定文化財でもあります。以前より、

危険ということで立ち入りを制限していますが、安全対策はいつ施されて、

以前のような一般公開はいつになるのでしょうか、うかがいます。 

 また町指定文化財として指定されていませんが、内袋観音という素晴ら

しい摩崖仏も、危険ということでそのまま放置された状態が続いています。

今後、どのようにしていくのでしょうか。 

 その他にも岩肌に掘られたロックチャペルもあり、放置しておけば、風

化してしまうことでしょう。 

 内袋観音やロックチャペルのようなものも、歴史的な価値があると私は

思っています。 

 この他にも、縄文遺跡、弥生遺跡、古墳などの出土品は保管されて、と

きどき町民センターにて展示されていますが、現地の保護はどのようにな

っているのでしょうか。 

 今後、それらの文化財や価値あるものを、どのように保護していくのか

をうかがいます。 

 

 

文化財の保護について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １３日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ２ 番 加藤 龍   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

昨年の町長当選以来「サウンディング調査」という言葉が議会の場でも

多用されていますが、このサウンディングについて以下をお伺いします。 

1. 内閣府他が平成28年に発表している「ＰＰＰ事業における官民対話・事業

者選定 プロセスに関する運用ガイド」の中で、官民対話における方法の

一つとして「マーケットサウンディング型」という手法が紹介されてい

るが、小林町長が考えるサウンディングの大枠と相違はないか。もしく

は他自治体で行われているトライアルサウンディングまで検討してい

るか 

2. 参加を望む事業者間での公平性、参加した事業者と自治体としての真鶴

町の間での公平性、この担保の方法はどのように考えるか 

3. サウンディングというのは先の内閣府他の資料を見るに事業実施の立

ち上げから完遂までの全てではなく一部分のように考えるが、実際に当

町でサウンディングを利用した際の事業フローについてどのように考

えるか 

4. サウンディング等について、無料で無尽蔵に民間のアイディア、事業 

計画やノウハウを自治体が享受できるものではなく、あくまで官民の対

話であり、その中で対話の相手としての自治体担当者のサウンディング

サウンディング調査について 



 

 

 

に対する力量、理解度がなければ事業成功は難しいと考えるが、体制、

研修計画など含めその点について町長はどのように考えるか 

以上 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １３日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ２ 番 加藤 龍   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 選挙管理委員会委員長 

 

 

 

真鶴町におきまして、公職選挙が行われる都度、開票結果と同時に男女

別の投票率を確定投票結果として公表しています。 

その中で以下を問います。 

1. 確定投票率の様式、及び確定投票率公表そのものの法的根拠 

2. 県内他町村では「男女別」ではなく「年代別」の情報も含んだ投票率

の公開を行なっている場合もあるが真鶴町ではなぜ「男女別」のみなのか 

また、選挙に関わる真鶴町が行なっている啓発活動について、その内容を

お教えください。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

公職選挙における投票率の公表及び選挙啓発について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １３日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ２ 番 加藤 龍   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長・教育長 

 

 

 

子育てにまつわる行政の支援体制は以前よりも注目度が高い分野となっ

ております。 

その中で、国・地方を問わず度々に話題に上がるのが同じ児童福祉にお

ける管轄の違いへの指摘であり、一元化対応を行うことを理由の一つとし

てこども家庭庁が創設されました。 

子どもに関する課題において相談窓口のわかり易さは基礎自治体におい

てこそ重要と考えるが、現状はどのような対応となっているかお答えくだ

さい。 

 

以上 

 

真鶴町に住まう子どもの福祉の担当部署について 



一 般 質 問 通 告 書           

 

次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６年 ５月 １２日 

                        質問者 真鶴町議会議員    ５ 番 天野 雅樹   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

昨年、令和５年度開催された貴船まつりは平成29年度以来6年ぶり、 

令和2年度及び令和3年度の「東西小早船の令和の大改修」以降初となる、 

「東西小早船の水浮け」「東西櫂伝馬の水浮け」が実施されました。 

しかし残念ながら祭のハイライトである「東西小早船」及び「神輿船」 

「はやし船」等による「海上渡御」は実施を見送り、県道739号線経由の 

陸路による渡御が実施されました。櫂伝馬の漕ぎ手不足、小早船、神輿船、

はやし船、櫂伝馬等、船の係留や渡御の際のロープワークを行う人手不足

などが理由とされました。約330年前に創始され平成8年には国の重要無形

民俗文化財に指定され広島県の厳島神社で実施される管絃祭、宮城県の鹽

竈神社・志波彦神社で実施される塩竃みなと祭とあわせ「日本三大船祭り」 

とされていて、真鶴町の最大のイベントである「貴船まつり」の今後の実

施方法、ひいては祭りの存続において懸念しています。 

そこで町長に次の点を伺います。 

今後、これまでの様に「海上渡御」を実施するために必要な人員の確保

をどのように行いますか。 

現在囃子保存会では東西はやし船のうち西はやし船しかなく、東はやし

船は老朽化が激しく廃棄してしまい一槽足りない状態です。現在使われて

貴船まつりについて 

 



 

 

 

いる西はやし船も老朽化が進み、海上渡御に耐えられるように修理を繰り

返し使用している状況です。この状況をどのように改善しますか。 

東西小早船は令和の大改修を令和２年度、３年度にかけて実施しました。 

小早船保存会は会員の減少と高齢化により毎年行われる船の装飾の飾りつ

けや等の作業も大変で、組立解体の際に装飾品の破損も懸念されています。 

対策をどのように考えていますか。 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６年 ５月 １２日 

                        質問者 真鶴町議会議員    ５ 番 天野 雅樹   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

町を歩いていると可燃ごみの収集日には町内各所でカラスやトビによ

り、生ゴミが荒らされ散乱しているゴミ集積場を多く目にします。 

ゴミ集積場の形態は各自治体や隣組で違い、カラスやトビからゴミを荒

らされないように工夫され、ネットを張ったり自前で金属製の収集箱を設

置するなどしています。 

また、ゴミ集積場も町が設置、管理をしていないことから、ゴミ集積場

ではなく個人宅の前にゴミを出し戸別収集を行っている家庭も多数存在し

ています。 

町の美観、町民の公平、平等性を守るためにゴミ集積場のルールの改善

を図らなければならないと考えます。 

現在の状況を踏まえ、ゴミ集積場のルールをどのように改善していきま

すか。 

ゴミの収集について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １３ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   １ 番 山﨑 佳奈    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

真鶴半島先端部の照葉樹の森、通称「お林」は魚つき保安林、県立自然

公園、県天然記念物などさまざまな保護の対象になっており、さらに「真

鶴岬と三ツ石」は、かながわの景勝地５０選にも選ばれ、三ツ石海岸は初

日の出の名所として有名になっています。 

毎年、元旦には初日の出を見に多くの方が出かけ、お林は大渋滞となり

ます。この問題には、歴代の町長も頭を悩ませてきたと聞きました。 

しかし、たった１日のことだからと、目を瞑っていて良いのでしょうか。 

私は今年初めて、その状況を見に行きました。 

近隣の駐車場はどこも満車、多くの違法駐車のため全く進めない状況に

痺れを切らしたドライバーが無理な方向転換の末脱輪し、大切に守られて

いる樹木をが傷ついているのを見ました。 

私たち町民にとって、寛ぎの場であり、町のシンボル的な存在、そして

町の財産である「お林」を守るために、積極的な行動を起こす必要がある

のではないでしょうか。 

お林への車両通行規制について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １３日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

数年前まで、夏の時期、岩海岸と真鶴港岸壁広場において盆踊りが開催

されていました。しかし、現在は岩海岸夏まつりに集約されています。 

真鶴地域の町民の皆さんから真鶴でも盆踊りをやってほしいという強い

要望が出されています。真鶴音頭や岩音頭等ふるさとの踊りに触れ合う絶

好の機会でもあります。観光客や町民の皆さんで大いに盛り上がる、貴船

まつり、岩海岸夏まつりとともに、真鶴の夏の風物詩に新たな１頁を加え

るために、真鶴港岸壁広場での盆踊りの再開はできないでしょうか。 

 

 

真鶴港岸壁広場での夏の盆踊りの再開について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １３ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

小林町長は令和５年１１月３０日の所信表明においてメイヤー・タウン

マネージャーについて以下のように説明しています。 

『実は、欧米では「町長」が２人いることが一般的です。名誉職として

のメイヤーと実務家としてのタウンマネージャ―です。そして、議長がメ

イヤーを務める場合が多くなっています。これにならって、真鶴町におい

ては私の任期中は議長にメイヤー役をお願いしていきたいと思います。各

種式典での祝辞など儀礼的な職務は議長にお任せし、私はタウンマネージ

ャーとして町役場の立て直しと政策反映といった実務に専念していきたい

と考えています。』以下質問します。 

① 「各種式典の祝辞など儀礼的な職務は議長にお任せし」となっていま

す。町民団体の祝辞などにも町長または副町長が出席されている時が

あるとも聞きますが、どのような線引きがあるのでしょうか。 

②  従来のように、町宛てに来たものは町長または副町長対応、議会宛て

に来たものは議長または副議長もしくは議員対応に戻せないでしょう

か。 

メイヤー・タウンマネージャ―について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 
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令和 ６ 年 ５ 月 １３ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町 長 

 

 

 

広報４月号施政方針２０２４で小林町長は「真鶴魚座、ケープ真鶴、お

展望公園、琴ケ浜研修センターについては、民間から活用提案を頂くサウ

ンディング調査を順次実施していく考えです。」としていますが具体的には

どの施設からどのように進めていくのですか。 

 

 

 

真鶴魚座・ケープ真鶴・お林展望公園・琴ケ浜研修センターについて 


